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研究成果の概要（和文）： 

トルコの女性イスラーム復興運動を事例として、公共圏を規定する権力関係のメカニズムや、
そうした不平等な条件下にある公共圏において中核的な規範形成力を有する国家や宗教に対し
て批判的な立場にある対抗的公衆が、そうした国家や宗教の規範形成・規律・普及力や、対立
する世俗的公衆の言説をも利用したり影響を受けたりしながら、みずからの言説戦略を構築し、
唱道しようとしていることを、現地調査による実証研究とそれに基づく理論化により明らかに
した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This research project, taking an Islamic movement among women in Turkey as a case, 
theoretically elucidated power relations in the public sphere where publics have 
unequal communicative resources and abilities. It also empirically explained how, 
under such an unequal condition of the public sphere, those women as a disadvantaged 
counterpublic vis-a-vis both to the state secularist ideology and dominant 
patriarchal Islamic norms as major normative powers in the public sphere in Turkey, 
tries to construct its own discursive strategies and conduct advocacy activities, 
often by taking advantage of discursive frameworks, and ideological apparatuses of 
their opposing forces. This project also tried to integrate the state and religion 
into the conception of the public sphere, as the major binding factors. 
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１．研究開始当初の背景 

1990年代以降、東欧諸国の民主化の経験を
通して、市民社会組織の重要性や自由な批判

的議論を可能にする公共圏への注目が高ま
り、公共圏は非西洋諸国の民主化や言論の自
由を論じる際の重要な分析枠組みとなって
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きた。また同時に、先進国では個人主義や自
由主義の「行き過ぎ」への懸念や反省から公
共性（およびそれが形成される議論の空間と
しての公共圏）を問い直す動きも盛んになっ
た。つまり、公共圏研究は、民主政治や市民
社会の発展や成熟の条件として重視される
ようになったのである。 

公共圏論はフェミニズム論者などからの
批判的貢献を織り込みながら、思想的立場や
階級、人種、ジェンダーなどの多様性を包摂
するような公共性を涵養したり、国家や支配
的社会集団が主張する公共的規範の押しつ
けに対抗するための、開かれた言説構築の場
として構想されるようになった。しかし、あ
るいはそれ故に、公共的規範の形成において
重要な役割を担っている宗教は、一般に否定
的に扱われてきた。特に、非西洋的宗教とし
て、オリエンタリスティックな負のイメージ
を負わされてきたイスラームについては、民
主化、市民社会、公共圏のいずれにかかわる
議論においても、ともすれば脅威、忌避すべ
き要素とみなされてきた。 

しかし、公共圏という概念の意義は、多様
な意見や批判に開かれたコミュニケーショ
ン過程において、それまで抑圧されてきた声
も含めて多様な主張に耳を傾け、より公正な
政治社会を築こうとするところにある。ムス
リム社会において多様なイスラーム的意見
や世俗的な意見が公論形成に寄与している
中で、イスラーム的な主張を公共圏概念から
除外することは適切ではない。必要なのは、
近年活発化しているイスラーム復興運動も
射程に入れることのできるような新しい公
共圏概念の構想である。 

このような動機、先行研究の背景の下に、
本研究は、研究代表者が専門とする現代トル
コを事例として、イスラーム復興を射程にい
れた公共圏概念の構築を目指すこととした。 
 

 

２．研究の目的 

 本研究は、ムスリム社会において公共圏が
どのようなものとして現れ、機能しているの
か、さらには近年のアカデミズムにおいて多
様性を包摂するような民主政治や市民社会
の成熟の条件とみなされている公共圏にと
って、イスラーム復興はどのような意味合い
を有しているのかについて、理論と実証研究
の両面から明らかにしようとしたものであ
る。 

公共圏は、多様な階層、文化の声を表出さ
せるような多元的なものとして概念化され
てきたが、前述のようにイスラーム復興をそ
のような多元的公共圏の一部として取り上
げることがまずは必要である。しかし、それ
だけでは不十分ではないかとも、研究代表者
は考えてきた。つまり、宗教を公共圏の単な

る一要素と扱う以上に重視して、公共圏を規
定するものとして、公共圏との関係を再検討
することが必要だと思われるのである。なぜ
なら宗教は、それ自身が規範を形成したり、
社会を束縛する力をもつのみならず、権力を
批判する力を有しているからである。宗教は
まさにそのような両義的な機能を発揮する
ものとして公共圏を規定しているのである。 

このことは宗教に限らず、公共的規範の形
成において中核的な役割を担っているあら
ゆる文化的、イデオロギー的要素に当てはま
る。そして、公共圏は、自由な批判の場であ
る（べきだ）とされてきたが、公共性が規範
性をもつことを考えれば、そこは自由な議論
が理想とされつつも、実際にはさまざまな文
化的、宗教的、イデオロギー的要因による規
制や統制、排除の論理や権力関係が渦巻く場
でもあるはずである。その意味で、本研究は、
イスラームという宗教に焦点を当てつつも、
より一般的に、そのような両義性をもつもの
として公共圏を捉え直す試みである。そのよ
うな公共圏概念の方が、宗教復興がグローバ
ルな重要性を獲得している現代世界の分析
にはより有効なのではないだろうか。 

このような問題意識にもとづいて、本研究
は、イスラームという宗教の規範的側面や宗
教復興運動を分析の射程に入れ、そこで機能
する権力関係の動態を解明しつつ、ムスリム
社会における公共圏の概念化を目指すこと
とした。 

 

 

３．研究の方法 

前述のような公共圏の両義的側面を捉え
るために、本研究ではトルコを事例として取
り上げることとした。トルコは国是が世俗主
義である一方、1990年代以降、イスラーム復
興運動を代表する政党が台頭しており、公共
圏における国家と宗教の影響力を分析する
ために格好の事例といえる。 

中でも本研究は、イスラーム復興運動の一
部をなす女性 NGOを取り上げる。この NGOの
女性メンバーたちは、国家によるスカーフ禁
止に反対するという点で世俗主義国家に異
議を申し立てると同時に、フェミニズムに影
響されながら家父長主義的な保守的イスラ
ーム解釈や実践にも対抗する唱道活動を行
っている。また、彼女たち自身が、世俗主義
国家が管轄する学校教育を大学や大学院ま
で終える一方で、イスラーム的な道徳規範を
身につけているという点で、国家による規律
化や社会レベルでの宗教の規律化によって
陶冶されてもいる。つまり、調査対象の女性
たちは、国家レベルと社会レベルにおける主
要な公共的規範（国家イデオロギーと支配的
イスラーム規範）に規定されながら、それに
抗していくという立ち位置にあるのである。 



 

 

本研究では第一に、このように具体的な事
例を取り上げることによって、公共圏におけ
る対抗的な公衆の活動を、それがどのような
権力関係の中で／それに抗しながら／それ
に依拠しながら活動を展開しているのかを、
実証的に明らかにしようとした。調査方法と
しては、NGOメンバーへのインタビューの他、
NGOの出版物や活動への参加によるデータ収
集を行った。 

第二に、事例による実証研究に依拠しなが
ら、本研究は公共圏概念の再検討という理論
的側面も重視した。先行研究が、権力関係に
おいて平等でない多様な公衆集団による多
元的公共圏という概念化を行う一方で、国家
や宗教という公共圏を規定する要素がどの
ように公衆に働きかけるのかという側面は
これまでほとんど取り上げられてこなかっ
た。そこで本研究では、トルコを事例として、
フーコーの規律権力やグラムシのヘゲモニ
ー論に着想を得ながら、公共圏での規範拘束
力がいかに作用しているのかをモデル化す
ることを目指した。 
 
 
４．研究成果 
（1）１～2年目は、公共圏を規定する条件の
一つとしてイデオロギー的条件に焦点を当
てた。トルコの政教関係をめぐる議論で主要
争点であるスカーフ問題やイスラーム政党
を事例とし、国家レベルの政教関係、特に、
体制構造（世俗主義的立憲体制）とそれをめ
ぐる政治社会諸勢力間の権力関係を検討す
る論文発表と学会報告を行った（次項「学会
発表」の③、「図書」の①～③）。 

また、理念的公共圏論は合理的で多様性に
開かれた公衆グループ関係を理想化してき
たが、そのような理想を現実において阻む要
因も考察した。具体的にはイスラーム復興勢
力側が何故、対立する勢力との間で信頼を醸
成できないのかを、I.バーリンの自由論に着
想を得て、共和主義、リベラリズム、イスラ
ームがそれぞれ有する自他関係へのアプロ
ーチの違いに注目しながら分析し、学会で報
告した（次項「学会発表」の⑤）。 

 

（2）2年目から 3年目にかけては、イスラー
ム復興の一翼を担う女性 NGOに焦点を当てた。
NGO に注目することにより、市民社会レベル
での公共圏の在り方、特に、世俗的公衆とイ
スラーム的公衆の関係を精査した。さらに、
イスラームとジェンダーの関わりがより直
接的に焦点となることで、イスラーム的公共
圏の中の多様性や対立、権力関係を世俗的公
共圏との関係や（1）で取り上げた体制構造
の観点も踏まえた分析を行った。研究成果は、
国際ワークショップで発表され（次項「学会
発表」の④）、近く書籍の一部として刊行さ

れる予定である。 
 本研究は主として一国内に限定して公共
圏概念を検討することを目的とするが、公共
圏は本来、国境を超えて国際的な相互作用や
摩擦という広がりをもつものである。そこで、
3 年目には海外研究者を招致して国際ワーク
ショップを開催し、国際ジェンダー公共圏と
ムスリム諸国のジェンダー政策の関係を比
較検討した（次項「学会発表」の②）。招聘
者の発表論文は雑誌論文として発表され、研
究代表者らによる翻訳も刊行された（次項
「図書」の④）。 
 

（3）3年目から最終年度にかけては、とりま
とめの年として、より総合的な観点から事例
研究に依拠した理論的考察を行い、発表した。
その成果はまず雑誌論文として発表された
（次項「雑誌論文」の①）。同論文はその後、
研究対象国における学会でも発表され、現地
からのフィードバックを得た上で（次項「学
会発表」の①）、その改訂版が現在、トルコ
専門の国際誌に投稿中である。 
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